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はじめに 
 
「浦安をもっと良いまちにしたい」 
そんな思いを持って２０６名の市民が集まり、１年間話し合いました。 
この提言書は、浦安をより良くするにはどうすれば良いか、私たちが考えたことをまと

めたものです。 
浦安市が「次の１０年間で何をするか」の計画を立てる上で、参考にして欲しいと願う

とともに、多くの市民の皆さんに読んで頂きたいと思っています。 
 
１．市民会議について 
１９９９年浦安市は、２０２０年を目標年とする基本構想を策定し、現在はその前半の

第１期基本計画を進めています。この第１期基本計画の概ね８割が達成されるため、浦安

市は来年２００８年度より第２期基本計画に移行する予定でいます。 
今までですと、このような計画は有識者、各種団体役員、市民代表などからなる諮問会

議で計画の方向性が決められ、市役所が計画を作ってきました。 
今回浦安市は、多くの市民が参加し討論する場として市民会議を設置し、その提言を受

けて第２期基本計画を作ることとしました。 
 
昨年夏、広報紙等を通じて市民会議委員を募集しましたところ、予想をはるかに超える

２０６名の市民の応募がありました。浦安市は、委員の数を予定していました１００名か

ら２０６名に変えました。 
一般に、大都会に近いほど、住民の地域に対する関心、特に行政に対する関心は薄いと

されていますが、なぜ無償のボランティアの会議に、２０６名もの市民が参加したのでし

ょうか？ 
浦安市の行政に不満があるのでしょうか？ 
最近のマスコミ各社のアンケート調査結果を見ますと、浦安市の行政サービスに対する

住民の満足度は全国でもトップレベルにあるようです。 
行政に不満がないのなら、なぜこれだけ多くの市民が、会議に出てきたのでしょうか？ 

多くの理由があると思います。 
その一つの理由は、浦安に住んでいると何かと便利ですが、しかしその便利な街に住み

続けていて感じるのは、「何かが足りないような気持ち」だと思われます。 
利便さを求めて、急速に発展してきた街に住んでいて、このように感じる事はある意味 

「贅沢」だと思われるかもしれません。 
しかし、この浦安に長く住みたいと思ったとき、便利さの他に、別の何かが必要だと感

じられたのだと思います。 
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２．市民会議委員の思い 
この提言書を読んでいただければお分かりいただけますが、６つの分科会は、１０年後

の望ましい浦安の姿を、「浦安らしさのある誇れるまち」「安らぎとうるおいのある暮らし・

環境」「心豊かな未来のあるまち」「育てあうまち」「学びあうまち」「安心して安全に暮せ

るまち」「住みがいのあるまち」と表しています。 
浦安の望まれる将来像は、すべて精神的なものであり、また市民が自ら創る「まち」の

ようです。 
こころの充実を求めているようです。 
 
ほぼ１６万人のこころを充実させるには、どうすれば良いのでしょうか？ 
どうすればこのような満ち足りた浦安を創れるのか、私達は考え、そして話合いました。 
市民会議では、６つの分野別に分科会を作りましたので、それぞれの分野ごとに「次の

１０年間でしたほうが良い」と考えたことをこの提言書にまとめました。 
いろいろな事柄を書きましたが、これがと言った正解はないと思います。 
大切な事は、市民が自ら公共のために何かを始め、それを行政が支援すると言った、市

民自身がしっかりした気構えを持つことだと思います。 
会議で市職員の方々のお話を聞くにつけ、私たち市民の要望が多様化していることが理

解できました。 
このまま多様化しますと、市としても、どの要望に対応して良いのか分からなくなると

思われます。多くの市民が真に必要とし、望むことが、他の多くの要望の海に飲み込まれ

てしまうかも知れません。 
先ず私たちがしなければならないことは、「自分で出来ることは自分で」、「仲間と一緒に

出来ることは仲間と」、次に「市民の皆でしか出来ないことは、議会・市役所と」といった

ことを自覚することだと思います。 
あまり連帯・連携といった面を強調しますと、都会人は反発すると思いますが、例えば

「子供の教育の場」「定年後の場」というような時と場面によった連帯・連携と言う考え方

はどうでしょうか？ 
 
次の１０年を見ますと、浦安にも少子・高齢化の波が押し寄せてきます。 
浦安市も、他の地方自治体と同様に、お金持ちで無くなるかもしれません。 
しかし、物の充実を求めるには多額のお金が要りますが、心の充実は知恵があれば求め

られます。 
市民自ら考え・お互いに協力し、行政と共に、浦安をもっと良くしていきたい、と言う

のが市民会議の望みです。 
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第１章 浦安を取り巻く環境 
 
1－1 いまの浦安  

いまの浦安市は、多くの外的環境と内的環境の変化にさらされております。 

そこで次の７つの視点から環境の変化をとらえ、浦安市の「強み」と「弱み」を把握い

たしました。 
 

１．時代の変革期 

工業社会から、知識社会、情報社会へ、物の豊かさから、心の豊かさへと価値が移

行する中で、市民が考え、行動する時代へと移り変わりつつあります。市民が自分た

ちの住むまちを、自分たちの手で、住みやすくして行きたいという強い思いで、使命

感と誇りをもって地域との関わりを再認識しつつあります。 

２．社会構造の大転換期  

財政再建、「人口減少下での成長」をテーマとして、これまでの、経済、金融、社会

保障を含む行政、財政の仕組みを切り替える大転換期にあります。 

日本の財政赤字約８３６兆円 （一人当たり約６５８万円）を抱える中で、種々の

政策転換が進行しております。地方分権改革もその一環です。 

３．地方分権改革の推進 

地方自治体は、過去には主として国の機関としての役割を担ってきましたが、今後

は地域の行政全般を執り行う役割へと質的変革を求められています。地方自治体が、

自らの責任で、自ら決定し、自ら実行してゆく時代への移行期にあります。 

４. 地方自治の促進 

市民の価値観と要望が多様化する中で、新しいまちづくりの仕組みづくりや地方自

治体の運営には、市民の参加・協力が不可欠で、市民により、市民の目線で進められ

る兆しが芽生えています。 

５．人口減少社会での少子高齢化の進行 

少子化と５人に１人が６５歳以上という高齢化が進んでいます。税収入の減少と福

祉関連費用の拡大がさらに進み、財政の逼迫が進む傾向にあります。 

６．環境への対応 

大地震や自然災害など大規模災害への対応、地球環境保全への対応など、よりひろ

い視野での対応への関心が高まっており、広域対応が進められています。 

７．公共のサービスと担い手の拡大 

これまで地方自治体自身が担うとされた公共サービス領域の広がりと、ＮＰＯを含

む市民活動団体による公共サービス領域への参画が「協働」関係として急速に広まり

つつあります。公共サービスの範囲、負担、担い手についてあらたな仕組みづくりが

進んでいます。 
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このように浦安市を取り巻くさまざまな環境の中で、浦安市が有する「強み」「弱み」を

みてまいります。 

 

浦安市の持つ「強み」 

１．優位な立地 

都心から至近距離に立地し交通基盤が整っており、さらに、豊富な水辺環境は、生

活拠点、産業拠点としての優位性を有しています。 

２．健全な財政  

２５年を迎える東京ディズニーリゾートと関連ホテル等の観光産業、日本一の鉄鋼

団地を有することは、市内産業（市内在住の従業員数は 1万人超）への波及効果、税
収への貢献度が今後とも期待されます。さらに、中高所得者が多い点と、人口増加が

第２期基本計画期半ばまで見込め、人口構成上もその後の継続性が想定され、歳入の

安定性が当面見込まれます。 

３．豊かな人的資源 

多様な技能、資質を持った人材にめぐまれています。とくに、団塊世代（市人口の

約７％）のまちづくりへの参加は大きな活力になると期待されています。 

 
浦安市の持つ「弱み」 

1. 協働意識の未成熟 
  地方分権改革が進む中、市民は地方自治体と協働して、まちづくりに当たる必要が

ありますが、未だ市民の協働意識が乏しい現状にあると考えられます。市民が環境、

歴史、文化等に合う浦安独自の意識改革に強い関心を向けることを期待するとともに、

市民が地方自治体と協働でまちづくりに取り組める仕組みづくりが必要です。 
２．財政の注意点 

健康保険、介護保険などの福祉，医療関連の経費や、諸施設の新築・改築等の    

潜在的な経常経費を見てみると歳出は拡大していくことが明白です。財政の健全性を

維持するためにも、将来予測分析を行うことが大切です。 
３．開発余力の限界（立地） 

近年開発が進み、未使用地が残り少なくなっています。未使用地の活用は、都市  

環境の維持改善に重要な部分であり、基本目標にそっての慎重な判断が必要です。 
 
１－２ 浦安の課題 
市民が主導者となって、誇りを持ってよりよい未来を築いて行くことが、これからの浦

安に望まれます。他方、いまの浦安の状況から、浦安市の財政健全性を今後とも維持する

には、大きな課題があると思われます。 
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財政安定期にある今こそ、長期（１０年、２０年）にわたる分析が可能です。試みに、

浦安市の人口推計を基に、今後２０年間の財政バランス（一般会計ベース）を予測しまし

た（図１-１）。この予測からは、２０年後であれ、収入から経常的支出（ゴミ処理費、教
育費など日常生活に関する支出）を差し引いた投資的支出（公共施設の建設費、建替え費

などの支出）に使えるお金が、僅かしかない状況が浮かび上がりました。 
このような試みを是非今後実施し、内容を公開し、市民に長期の施策を考え得る場を提

供することが有用と思います。 
               

図１－１ 財政の見通し 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注）財政バランスが悪くなる要因 
① 浦安市の人口は、２０１３年頃最大となり、その後は漸減する。 
→納税者（市民）の減少（＝税収減） 

② 開発が進み、埋立地の未利用地が少なくなっていく。 
→納税者（市民＋企業）の増加余力の限界（＝増収対策の困難化） 

③ 市民の年齢構成が老齢化する。 
→社会保障費の増大（＝支出の増大）    
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 第２章 市民と行政が協働するまちづくり１０年 
 
２－１ まちづくりのイメージ 
私たちのまち浦安の「まちづくり」は、これまで「緑あふれる海浜都市」「人が輝き躍動

するまち・浦安」という基本目標を掲げ、他のまちに優る様々な公共サービスが提供され

てきました。特にＴＤＬの誘致は海辺の葦のまちを一大エンターテイメントゾーンを擁す

る魅力的なまちにつくりかえ、東京に最も近いベッドタウンとしての立地の優位性と相ま

って、「住みたいまち」の代表格として全国的にも有名になりました。私たち市民はこのま

ちに住んでいることが一種の誇りとして感じられるようにもなりました。 

さてそんな浦安は、長い歴史をもったまちですから、古くから長く住んできた市民もい

れば、一方で近年の埋め立て後移ってきた市民もいます。しかし今や、それぞれ世代交代

を重ね、古いも新しいもない、いまの浦安をもっと住みよいまちにしたいと願う１６万人

の市民がこのまちに住んでいるのです。 

 

さて、私たち市民会議委員は、この日々変貌する浦安のこれから１０年のまちづくりに

ついて１年間議論・検討してきました。 

 浦安にすむ市民として、将来どんなふうにくらしていきたいのか、どうすれば満足して

くらせるのか、住んでよかったと実感できるまちとはどんなまちなのか、市民会議委員が

下記の６つの分科会にわかれて概ねつぎのようなまちづくりを考えました。 

 

各分科会のまちづくりのイメージ 

[街づくり分科会]    浦安らしさのある誇れるまちを目指す 

    ・既存の設備,機能の有効活用 ・海辺の都市  

・街づくりスタッフの養成 ・市街地整備 ・やさしいみちづくり 

・防災システムの構築と防災スタッフの養成 

[暮らし・環境分科会]  「安らぎとうるおいのある暮らし・環境」を目指す 

     ・地球温暖化防止 ・ゴミ焼却量の削減 ・身近な環境の改善 

・水質浄化 ・水と緑のふるさと ・水辺ルネッサンス ・緑と花の回廊  

・都市景観の向上 ・ゾーンごとの景観づくり  

・協働による環境マネジメントしくみづくり ・環境学習支援センターの設置  

[健康・福祉分科会]   かがやく生命
い の ち

を尊重し、心豊かな未来を目指して 

～市民自らが、お互いに思いやりをもって、暖かい社会づくりに取り組む～ 

・安心して産み育てられるまち ・地域でいきいきと活躍できるまち 

・安心して暮らせるまち ・生命
い の ち

を尊重し合えるまち 

[教育・生涯学習分科会]「住みたいまち」から「育てあうまち」「学びあうまち」に 

・学校選択制の拡大 ・小中一貫校の設立 ・地域コーディネーターの確立 
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･学校運営への地域住民の主体的参加 ・市民大学の創設  

[市民活動・交流分科会]  交流と協働により市民がいきいきと活躍するまち 
・市民活動の促進、協働の推進 ・地域活動、防犯活動の促進  
・多様な市民交流、国際交流の促進 ・産業、観光の振興 

[都市経営分科会]   「住みたいまち」から「住みがいのあるまち」へ 

・総合計画の位置づけ ・健全財政の維持 ・改革の進め方行政５原則  
・評価機関の設置 ・自治基本条例の制定 ・市民の意識調査 

 

これらのまちづくりイメージから、何が見えてくるでしょうか？ 

①・次世代を担う子どもの育成（子育て支援と教育） 

・団塊の世代を始めとするシニア世代の人材活用  

⇒「人」づくり（物づくりから人材育成） 

②・自治における市民の役割 市民の目線での行政運営 

・市民・コミュニティと行政の協働 

・市民生活に密着した産業・観光育成  

⇒「市民・行政協働」の自治システムづくり 

③・地域価値の向上、地域活動、地域自治、地域の個性  

⇒「地域」づくり 

④・安全・安心 防災、防犯 

・親しみのある海や川の自然環境整備  

⇒「次世代に持続」する都市環境づくり 

（浦安の強みを活かし弱みを克服する） 

市民会議全体が、これからの１０年何を大事にしたいかという考え方（提言の理念）が

見えるとおもいます。 

 

２－２ 実現へむけてのキーワード「市民参加」「協働」「行革」 
このように描いた「まちづくり」を実現するため、どのように行政の施策に反映させ、

どのように実施していけばよいのでしょうか。ここに私たちは「市民参加」「協働」「行革」

の３つのキーワードを提示します。 

 

「市民参加」とは：これまで行政について受身的であった市民が、これからは自らの意

見・考えを自らの声・地域の声で発信し、行政とまちづくりに主体的に関わっていこうと

いうことです。すでにいくつかの市民団体が生まれ、その活動をとおして行政と協力し、

効率的な公共サービスが実現してきています。しかしこれまでのような立案段階だけの市

民参加ではなく、立案・実行・評価・処置のすべての段階に市民が参加し、その考えかた

を行政に働きかけながら公共サービスを実現していく、このような「市民参加」の形を私
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たちのまちづくりのために、さまざまな行政分野に、さらに増やしていかなければなりま

せん。 

 

「協働」とは：市民あるいは市民団体が行政と心・力を合わせ、施策を達成すべく共に

働くことをいいます。ここでは市民主体の協働を考えています。施策の実現には市民の行

動がエネルギー源となっています。 

市民のニーズが多様化する一方、行政サイドは業務の増加でそのニーズに対しきめ細か

く対応することが困難になりかけています。そこで市民が積極的に行政にかかわって、市

民と行政が、ともに考え、ともに行い、ともに検証し、ともに再考する形で自らの想い、

考えを政策として実現していくことが必要だと考えます。市民は新しい公共の担い手にな

らなければなりません。これまで行政ではできなかったことも、市民の発想によって実現

できる行政の形がそこにあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢行革｣とは：市民主体の「市民参加」「協働」による「まちづくり」を行うには、行政

の限られた財源・人的資源を最大限有効利用する必要があります。そのためには、行政の

無駄を省く行政改革の必要があり、行政自身の意識改革が望まれます。 

住民の暮らしに必要な行政サービスを維持しながら、個性あるまちづくりを進めるため

には、市民参加と行革が車の両輪のように連携することが必要だと思われます。 

 

市民会議メンバーが常に共有していた「まちづくり」への意識は「ハードからソフトへ」

であり、「市民主体・市民参加型のまちづくり」でした。それが、各分科会の提言に十分に

もりこまれています。 

 

「市民と行政が協働するまちづくり１０年」を 

ぜひスタートさせたいとおもいます。 

ＰＬＡＮ  
＜計画策定における市民等と行政の協働＞ 

計画段階から市民等が参加し計画を策定 

ＤＯ 
＜実行段階でも市民等と行政の協働＞ 
実施計画の策定・各主体の役割分担 

ＣＨＥＣＫ  
 ＜目標の達成状況のチェック・評価＞ 

市民等と行政による相互評価＋外部評価 

 

A C T 
＜ 評価に基づく修正・対応 ＞ 
評価に基づく実施計画の修正 
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第３章 各分科会の思い 
 
 １０年後、どのような浦安の姿を目指したのか。 
 
３－１ 「街づくり分科会」 
 
３－２ 「暮らし・環境分科会」 
 
３－３ 「健康・福祉分科会」 
 
３－４ 「教育・生涯学習分科会」 
 
３－５ 「市民活動・交流分科会」 
 
３－６ 「都市経営分科会」 
 
以上６つの分科会が、それぞれの思いを書いてみました。 
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３－１ 街づくり分科会提言 
 

［Ⅰ］．基本認識 
１．現在の街を活かす：「住まい・こなし」 

(1) 1971年以来埋立て地を中心に展開された新都市建設も、第２次基本計画の前半５年
間までには終了します。旧来の市街地を除き、都市施設は内容や水準とも十分評価

できるものが実現しました。この上の「大きな開発・建設」は必要ないと同時に事

実上困難とも考えます。今後は、建設された施設の維持・活用の時代に移行します。

その一方で、街の価値の劣化を避けるためには、時代の変化や、住民の生活スタイ

ルに対応するための改良、運用ソフトの変更に積極的に取り組むことが重要になっ

てきます。 
(2) 一方、旧来の市街地である堀江・猫実・当代島および浦安駅周辺の再開発・改良は、
関係住民の合意形成が得られず足踏み状態が続いています。これには「地域環境・

イメージ・将来像」が地域で共有されていないことが大きな原因とみられます。 
建設後２、３０年を経過した中町でも今後は建て替え等を巡って、同様の問題が生

じることが考えられます。今後の街づくりは「環境改善／維持にかかわる合意形成

のしくみ」が重要となってきます。 
２．「浦安らしい街」を創る 

(1) 最近の都市の評価は、地域に特色が求められる「地域価値の時代」に差しかかって
いるといえます。すなわち、街の価値は、東京から何分のところにあるかで決まる

のはなく、どのような都市の環境が実現されているか、どのような都市活動・生活

が行われているか、どのような住民が住んでいるかが問われるようになってきまし

た。 
(2) さらに客観的な「住み良さ(機能評価)」だけでなく、多分に主観的な「住みたい(嗜

わたしたち、浦安に住み、働き、学び、集い・遊ぶ、浦安で生活し浦安を活動の場とするす

べての浦安市民は、協力して自分たちで街づくりに取り組みます。 

１．現在の街の骨格を活かしながら、市民が自分たちの街として「住まい・こなし」使いこな

し、浦安市全体として浦安らしさのある誇れる街を目指す。 

２．地域ごとの価値（美しさや文化）をベースとし、生きがいや安らぎを感じられる賑わいの

ある街を目指す。 

３．ライフステージやニーズに適切に対応し、多様な世代が住む街を目指す。 

４．地域のコミュニティが主体となって、民と公の連携による街づくりを目指す。 
 
住まい･こなし 
ユニバーサル・スタンダードで造られた街を、その都市だけ、地域だけの尺度で手直し、使い方の
工夫を行うことで独自の「街の価値」を創り出すこと。街を自らの生活スタイルにあわせる、「自
分のもの」にするという極めて自分的な意識のもとに地域（の人々）とのかかわりを深め、地域の
人々が共有する「地域の尺度」を明らかにする中で実現していきます。 
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好評価）」「住みがい(満足度評価)」が重要視されています。浦安の街づくりにとって
は「自分たちの満足する街」をつくり、その良さを全国にアピールしていく姿勢が

重要になっています。 
(3) そのためには、全国共通の尺度（ユニバーサルスタンダード）の達成を目指すので
はなく、浦安の特色を活かした生活、浦安の事情や住民の意思にあわせた独自の解

決（ローカルスタンダード）に重きを置いた街づくりを行うことが重要となってい

ます。 
 
［Ⅱ］街づくりの基本戦略 
１．小さな地域を充実する：個性のある多様な地域を住民がつくる 

(1) 小さな都市ながら異なった顔の魅力のある多様な地域があるのが浦安の魅力の源泉
といえます。それぞれの地域の魅力を維持、高めていくことを浦安の街づくりの基

本とします。 
(2) そのためには、地域の総意で、地域の将来を考え、現在の環境を維持し、問題の解
決を図ることを街づくり運営の基本とします。  

２．「海辺の生活」で都市イメージを統合する：都市のアメニティとアイデンティティを

高める 
(1) 「海」は浦安の原点でもあり、市民の憧れでもありながら、「海辺・水辺」の活用は
十分とはいえません。この活用を浦安の今後10年の街づくりの中心にすえます。 

(2) 浦安の「海辺･水辺」には、市内の多様な地区をつなげ、一つの都市にまとめる役割
を期待します。さらに、「海」を市民の一体感につながる「都市のイメージ」とする

ことに重点を置きます。 
(3) 整備の方向を、地域のアメニティを高めるだけでなく、環境エコへの市民の高い意
識を示し、さらに、浦安の歴史・文化を際立たせるものとすることで、次世代浦安

への起爆剤とします。 
(4) 好感度の高いイメージを市外にも発信する。浦安への関心を高め、「地域価値づくり」
を行います。この効果で市民意識・愛着心を高め、街づくりの更なる推進につなげ

ます。 
 
［Ⅲ］提言の骨子 
１．住民による街づくりのしくみをつくる  

(1) 市内全地域で「地域の特性」を重視した環境を守る・価値を高める計画を定めます。
計画の単位は環境目標を共有できる、町丁目より小さな地域を原則とします。 

(2) 計画の立案、運営は「地域の意思」を重視した「住民による街づくりのしくみ」を
整備します。自治会やマンション管理組合、商店会、ＰＴＡ等の地域組織やまちづ

くりＮＰＯ等の市民活動との情報の共有、連携・調整を図り、地域の総意をあらわ
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すものとします。 
(3) これを円滑に行うため、担い手となる市民の養成のための街づくり学校などの「し
かけ」を整備します。 

２．市街地整備の課題の解決 
(1) 駅前周辺整備、元町密集市街地の改善、中町低層住宅地の環境維持、賃貸集合住宅
の地域協調、分譲集合住宅の管理支援を重点課題とします。 

(2) 懸案となっている街づくり上の課題について、生活･環境・防災･防犯等のソフト面
を含め、関係する市民・団体に拡大した協議や新たな支援施策を行います。 

３．街と街をつなぐ「やさしいみち」づくり 
(1) 東京等への通勤通学を中心とした「駅と街をつなぐ」交通体系に加え、浦安での地
域活動・生活を重視した「街と街をつなぐ」交通体系の充実をはかります。 

(2) 防災面も考慮し、浦安内部のみでなく隣接区市との「つながり」についても強化し
ます。 

(3) 道路については、自動車中心から環境・人重視に切り替えるため、既存道路に歩車
分離式信号、自転車専用レーン等を取り入れ「やさしいみち」への造りかえを行い

ます。 
(4) また、交通機能重視の道路から、賑わい・やすらぎのある人と人とが出会う「出会
い空間」への切り替えをはかります。 

４．「海辺生活＝浦安の都市のイメージ」をつくる 
(1) 施設・自然環境・景観面での整備だけでなく、市民のライフスタイルとして日常的
な生活に定着するソフト面の充実をはかります。また、水辺につながる都市景観の

維持強化を行います。 
(2) 旧市街地の歴史・伝統・町並みの継承を行うための施策をあわせて行います。 
(3) 同時に水辺を楽しむための前提である河川水質の改善を行います。 

５．今日の安全を知り、今日の安心を築く 
(1) 防災施設は、いかに整備を行っても決して万全ではありません。「明日の安全」を高
めていく一方で、現在確保・実現されている「今日の安全」の水準を明らかにし、

その上で、生命財産の「今日の安心」を作り出す対応策を講じます。 
(2) 震災時には、公助に限りがあり、自助共助に頼らざるを得ません。震災をベースに
自主防災組織の見直し、しくみや活動、装備の強化を行います。防災リーダーの養

成にも取り組みます。 
(3) 市の対策の市民への周知を徹底します。同時に市の役割の自主防災組織への移管も
行います。 

(4) 在市内の市民だけでなく外出市民の救済策を行います。同時に、ＴＤＲ客や市内に
残る帰宅困難者への対策を整え市民に明らかにします。 
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３－２ 暮らし・環境分科会提言 
 

暮らし・環境分野の目標、将来像 

協働で創り、育み、引き継ぐ「安らぎとうるおいのある暮らし・環境」 

 

１．地球環境や身近な環境保全 

【目標】 

豊かな環境を次世代に引き継ぐために、具体的なアクションを起こそう！ 

【基本的な考え方】 

20世紀後半からの急激な地球温暖化の原因が人間活動によるものと明確になった今

（IPCC第４次報告書）、浦安市も温室効果ガスの削減について独自の削減目標を定めて、

ライフスタイルやビジネススタイルの見直しによる省エネルギーの推進や新エネルギーの

利用促進、廃棄物削減等について、協働して具体的な取り組みを進めていくことが必要で

す。 

廃棄物については、最終処分量の約半分を他県にて埋立処分していることや、クリーン

センターから排出される温室効果ガス削減の面からも、減量・資源化によって大幅な削減

が必要です。 

また、自動車排気ガスによる大気汚染や河川の水質悪化、その他様々な生活環境問題が

発生しています。市民が安心して暮らせる生活環境（大気・水質・騒音・地盤等）を維持

するため、監視体制や規制の強化等の取り組みを進めます。 

【特に提言したいこと】 

●地球温暖化防止を加速・加重する…市内の温室効果ガスの算出の仕組みを早期に構築し、

市民、事業者、行政共通の削減目標の設定と具体的な取り組みを開始する。 

●ごみ（特に焼却量）の大幅な削減をめざし、ごみ問題の抜本的な解決をはかる…生ゴミ

の再資源化の推進、容器包装系ごみのリサイクルの検討 

●身近な環境の改善、及び環境リスクの低減をはかる…協働による堀江川・猫実川の水質

浄化の開始、化学物質の管理強化、交通量等の変化に対応した大気汚染監視体制の構築 

 

２．環境形成（水と緑） 

【目標】 

水と緑のふるさと わが浦安 

【基本的な考え方】 

水辺環境の目標：「水辺ルネッサンス（水辺を市民の手に取り戻す）」…治水面に配慮し

つつ、市民が水に親しめ、自然の生態系に配慮した水辺環境（水際線の水と緑が一体とな
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った遊歩道、河川、海岸線、三番瀬、等）の整備が必要です。河川の水質浄化も緊急課題

です。そのため、水辺と緑のグランドデザインづくりを協働で検討する場を設置し、親水

性のある水辺の復興をはかります。 

緑･公園の目標：「緑・花の回廊」（市民が創る森、緑と花の道）」…市域全体が緑豊かな、

ひとつの公園のようなまち（森の中の浦安）をめざし、水と緑をつなぎながら、地域性・

四季を感じる質の高い緑づくり、特色のある公園づくりを協働で進めます。また、緑と人

のネットワークを構築し、ビオトープや森など自然に近い緑を市内に創出し、自然体験や

環境学習のできる場づくりを進めます。 

【特に提言したいこと】 

●「（仮称）水と緑の会議」の設置（協働による「水辺と緑のグランドデザイン」づくり） 

・市民等と行政の協働による河川・海岸線並びに緑地・公園のグランドデザインを検討す

る場を早急に設置し、「水と緑の基本計画」を策定する。 

●「市民等と行政との協働の原則」（浦安独自の協働によるマネジメントシステムの確立） 

・水辺と緑の計画から維持管理までＰＤＣＡサイクル全段階での責任ある市民・事業者等

の積極的参加と協働によるマネジメントシステムを確立する。 

 

３．都市景観 

【目標】 

安心して住み続けたくなるまちをめざして、浦安としての特長を活かし、 

どこの街にもない美しい絵になる街の景観をつくる。 

【基本的な考え方】 

住宅地区を浦安の景観資源と考え、浦安の景観づくりの目標として「安心して住み続け

たくなるまち、地域の特長を活かした美しい絵になる街の景観」をめざします。そのため

に地域の特長を考慮して、それぞれのゾーンごとに魅力ある景観づくりを提案します。 

元町ゾーンは、「にぎわいと憩いの景観をつくる」、中町ゾーンは「みどりあふれる、ふ

れあいのまちの景観をつくる」、新町ゾーンは「市民が海に出会える、楽しく集える景観を

つくる」、工業ゾーンは「電車など外からみてデザインのある景観をつくる」、アーバンリ

ゾートゾーンは「市民も遊びに来た人も、歩きたくなる景観をつくる」をそれぞれ目指し

ます。 

【特に提言したいこと】 

●地区計画や建築協定などの景観面にも配慮した街づくりのルール化の推進と、屋外広告

物規制条例、都市景観に関する条例などの施行・運用をはかる。 

●行政の景観担当責任組織を設置する。 

●事業者に対して理解と協働を求める。 

●景観教育を創出する。 

●協働で取り組む場（景観委員会）としくみをつくる。 
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４．協働による環境マネジメントのしくみづくり 

【目標】 

 市民・事業者・行政の協働による、浦安市独自の環境マネジメントのしくみをつくる。 

【基本的な考え方】 

 現在別々の形で動いている環境マネジメントシステムを一つに統合して効率化をはかり、

市民・事業者も参画し、PLAN（環境に関わる目標・計画づくり）→DO（目標達成のための

計画推進）→CHECK（実績評価）→ACT（実績が目標を下回った場合の対策）の各フェーズ

に関われる協働のしくみを作っていきたいと思います。そのためにISO14001の考え方を参

考にしつつも、ISO14001認証維持には拘らない、市民・事業者・行政の協働による浦安市

独自の環境に対するマネジメントシステムを作っていく必要があります。 

【特に提言したいこと】 

●環境マネジメントシステムの対象の拡大…新しい環境マネジメントシステムの対象は

市関連施設の環境活動だけでなく、環境行政全般を対象とする。 

●PDCA各フェーズへの市民・事業者の参画…このマネジメントシステムの PDCAの各フェ

ーズに対して、市民・事業者が積極的に参画できるように配慮する。 

●検討委員会の早期設立…浦安独自の環境マネジメントのしくみを検討する、市、市民、

事業者、有識者からなる検討委員会を早期に設立する。 

 

５．環境学習・環境教育 

【目標】 

互いに学びあい、環境創造・環境改善につながる環境学習・環境教育を進める。 

【基本的な考え方】 

私たちが快適な暮らし（効率性、利便性）を追求した結果として環境は、温室効果ガ

スや廃棄物の排出量の増加、身近な生き物の減少といった問題に直面しています。こう

した問題を解決するために、自ら進んで環境問題に取り組む人材や感性の育成が必要で

す。 

そのために、学校等における総合的な環境教育の推進、地域における施設や自然を活

用した環境学習の推進、環境学習・環境教育を支援するネットワークの形成を進めてい

きます。 

【特に提言したいこと】 

●環境学習・環境教育の基本方針の検討…小中高等学校における総合的な環境教育や、身

近な施設（公民館、図書館、郷土博物館、公園）や自然環境（三番瀬・ビオトープ等）

を活用した環境学習を進めるために、環境学習・環境教育の基本方針を検討する。 

●「（仮称）環境学習支援センター」の設置に向けた検討…浦安市の環境学習・教育を推

進するための協働の場として、また、環境学習・教育の人材や情報を提供するために「（仮

称）環境学習支援センター」の設置に向けた検討をする。 
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３－３ 健康・福祉分科会提言 
 

【検討の過程】 

住み慣れた地域で多くの人と交流しながら、自分らしく健康でいきいきと、最後まで  

誰の世話になることもなく長生きしたい、というのは誰もが持つ願いです。 
しかし、現実を見るとなかなかその希望通りにはいきません。 
そこで健康・福祉分科会では、多岐に渡るテーマの中から「浦安で元気に、安心して   

長生きしたい。その実現のためには、市民一人ひとりがお互いの存在を尊重し、助け合う

ことが必要なのでは？」という思いから施策提言を試みました。 
施策提言にあたり、「健康」「子ども」「高齢者」「障がい者」といった行政の縦割り的な

施策体系ではなく、人が生まれてから死ぬまでの「ライフステージ」に沿って検討を進め、

誰もが身近なテーマとして考えやすい施策提言を心がけました。 
その結果、ライフステージ及びテーマ別に以下の３つのグループに分かれて検討を  

進めました。 
 

(Ａ) 「浦安で育つ・育てる」グループ（主に誕生期～壮年期(44歳)） 
(Ｂ) 「浦安で活躍する」グループ（主に中年期(45歳)～） 
(Ｃ) 「浦安で安心して暮らす」グループ（主に高年期(65歳)～） 

 

この3つのグループでそれぞれ健康・福祉の観点から浦安にとって理想的な将来を検討

する中、メンバーから「安心」「活躍」「地域」の３つのキーワードが出されました。 

 

【キーワード】 

・『安心』して子どもを産み、育てたい 

・高齢者や障がい者になっても『安心』して暮らしたい 

・子どもを抱えても仕事をもって『活躍』したい 

 

・障がいがあっても仕事で『活躍』したい 

・もっと地域でいきいきと『活躍』しよう 

 

・『地域』ぐるみで子どもを育もう 

・『地域』で活躍できるようなまちにしていこう 

・『地域』で助け合って心を寄せ合って暮らせるまちにしていこう 

 

このキーワードを念頭に置きつつ、検討テーマごとに将来あるべき姿（取り組みの目標）

を検討するとともに、私たちの分科会の顔となる【標語】を置くことにしました。 

 

安心 

活躍 

地域 
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【標語】 

 

かがやく生命
いのち

を尊重し、心豊かな未来をめざして 

～市民自らが、お互いに思いやりをもって、あたたかい社会づくりに取り組む～ 

 

 
この標語には、「生まれてくる生命を大切にし、生まれてきた生命

い の ち

をお互いに何歳に  

なっても大切し合える、そんな地域でありたい」そのような“生命
い の ち

”を大切にする思いが

込められています。 
 
【検討テーマ毎の将来あるべき姿（取り組みの目標）】 
前述の標語を念頭におき、ライフステージやテーマ別に、委員一人ひとりの強い思いを

下記の１０の検討テーマに込め、検討の成果をまとめました。 
 
 
◆（誕生期～壮年期）安心して産み育てられるまち 

 

 １．浦安で産み育てたい環境づくり 

子どもを持ちたいと願う人が安心して子どもを産み育てられ、多様な子育てを   

認めあい、支えあえる浦安をめざします。 
 

 ２．子どもの心とからだの健康づくり 

親子で健康づくりに積極的に取り組むとともに、子どもが自立心や思いやりを身に 

つけることができる浦安をめざします。 
 

 ３．子育てのネットワークづくり 

子育てをする人が不安や孤独に陥ることなく、安心して楽しく子育てができる浦安を

めざします。 

 

 

◆ （中年期～）地域でいきいきと活躍できるまち 

 

 ４．中年期・高年期の健康づくり 

散歩などで自然に外に出られ、元気で人とつながっていきいきと暮らしていける  

ような将来をめざします。 
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 ５．高齢者や障がい者の活躍の場を広げる 

高齢者・障がい者をはじめ、全ての人が地域社会の一員として自分らしく活躍できる

将来をめざし、活躍の場を広げるしくみをつくります。 

 

 

◆（高年期～）安心して暮らせるまち 

 

 ６．健康管理・介護予防 

市民一人ひとりが、自分の健康状態を把握し、健康づくりや介護予防に積極的に   

取り組み、いつまでも健康でピンピンして、コロリと逝く、ＰＰＫ（ピンピンコロリ）

をめざします。 

 

 ７．高齢者や障がい者が安心して生活できるための体制づくり 

高齢や障がいにより、介護が必要な状態になっても、公的サービスの充実とあわせて、

ボランティアヘルパー等、地域で支え合うしくみをつくります。 
 

◆（全世代）生命を尊重し合えるまち 

 

 ８．地域における医療体制づくり 

万一、病気になった時でも、また、障がいや難病を抱えている人も、安心して     

暮らせるように、在宅医療体制が充実したまちづくりを進めます。 
同時に、市民一人ひとりが、医師と上手につきあっていきます。 

 

 ９．地域コミュニケーションづくり 

地域の交流を活性化し、世代を超えてコミュニケーションがとれるような地域を  

めざしていきます。また、隣近所で互いに支えあい、お互いの立場を尊重しながら心を

寄せあって暮らせる地域をつくっていきます。 
 

１０．こころ・しくみ・まちのバリアフリー 

高齢者や障がい者が住みやすい街は、誰にとっても住みやすい街です。高齢者や  障

がい者を取り巻くさまざまなバリアを解消するため、お互いを尊重し、まず、他の人と

の違いを「知らない、分からない」のではなく、「知っている」社会をめざします。 
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３－４ 教育・生涯学習分科会提言 
 
教育基本法の改正、教育再生会議の設置など、国も真剣に教育の再構築に取り組んでい

ます。一方、地方分権化の促進は、教育においても地方の自立を求めており、国際化の要

請も重要な課題となってきています。 
当分科会は、学校教育（特に義務教育）そのもののあり方、学校教育と地域との連携、 

団塊の世代を中心とした、意欲と経験豊かな人材の活用と地域活動に必要な再教育、地域

力の向上と活用の観点から、次の３点に焦点を当てて提言します。 
 
１．新しい発想による公教育の充実 
もとより公教育、特に義務教育の目的は、読み、書き、算、に代表される「基礎学力」

を身につけることであり、健康で健全な精神を育てるための「体力」養成、そして人間と

してあるいは責任ある社会人として生きるために必要な「規律」を学ぶことにあります。 
加えて浦安の公教育では幅広い人格形成のために「心の豊かさ」「自ら考える力」「わが

まち浦安への誇り、郷土愛」を育むことを教えます。その実現のためにこの１０年で望ま

しい学校制度、優秀な教職員の確保、そして教育施設充実を図らねばなりません。 
具体的な施策としてはこれまでの枠にとらわれない新しい発想での小中一貫校の設立、

学校選択の自由を更に一歩進めることを提唱します。また全てを行政に任せるのではなく、

地域住民が学校運営に参加しかつ自らも責任を持つような新しい学校運営も新たな試み

として検討します。 
 

２．市民大学（仮称）の創設 

（目的および対象者）市民の立場から社会の現状を学んで将来像を考えてゆくための学

習を促進することが「市民大学」の役割です。「市民大学」は社会的課題に関する学習機会

を提供することによって自分らしい地域との関わり方を見つけることができ、意欲ある人

の地域デビューの応援を行います。定年退職者の市民のみならず、現役で活躍中の人や子

育て中の人など、様々な市民の知的欲求を満たせる学習の場も提供することを目指します。 

（設立準備および運営）市民が主体となり行政と学識経験者等が加わった「市民大学」

創設の準備委員会を結成します。委員会は市民のニーズや他自治体の先進的市民大学事例

を調査し、上記目的に沿った講座とそれに最適な講師陣を選定します。運営においては、

学習者自身が学習プログラムの作成に参画できる仕組が必要です。 

（講座）一見して入学意欲が湧き、知的向上心を満たせると感じる講座メニューでなけ

ればなりません。例として、「浦安の歴史と現状」「ボランティア・地域活動人材育成」「子

育て支援」「健康・福祉・介護」「環境保全・防災救援」「まちづくり」「国際交流」などを

あげることができます。市内大学の公開講座との提携や、既存の公民館講座との重複は調

整をはかる必要があります。ＩＴ技術進歩の現状を鑑みるに、ｅ-ラーニングの導入も考慮
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し、学習意欲の維持増進のために、単位取得や卒業認定の基準を定めておくことも検討課

題です。 

（講師招聘）講師陣は講座メニューに見合った専門的な指導者を招聘します。市内各大

学に該当する専門家がいれば優先的に招き関係強化を図ります。市民にも専門家や経験者

が多数いることが想定され、体系的教育ができることを条件に積極的に登用・活用します。 

（拠点の確保）「市民大学」の拠点となる教室と事務局専用スペースが確保されなけれ

ばなりません。当初は公民館等の公共施設を利用することはやむをえませんが、市民に定

着し、軌道にのる目処が立ち次第、専用校舎建設に着手することを提案します。 

（成果）「市民大学」からまちづくりなどの地域活動やボランティア活動に積極的に取

り組む人材が数多く育つことを期待します。また浦安市の生涯学習･生涯スポーツについて

の情報発信基地となることも期待されます。小・中学校へ講師を派遣し地域ぐるみの子育

てにも貢献します。同窓会が結成され、市民活動の輪が広がってゆくことが期待されます。 

 
３．地域コーディネーター（略称：ＣＣ―コミュニティ・コーディネーター）の確立 
（ＣＣとは） 
核家族化、少子高齢化が進み、また経済性・効率性を求められる時代性において、過去

と比べると子どもが生きにくい社会といわれています。子どもの育ちを大人が如何に支え

導くか、大人の力・子どもを取り巻く地域の力が将に問われています。子どもの成長のた

め、また子どもにしっかりした躾を教えるために、大人(親)が学び、地域そのものが学び、
相互発展していく教育環境の醸成、質の確保が課題です。 
ＣＣは、家庭教育の主体者への学習（親の育ち）支援、子ども（乳幼児から青年まで）

の育ちを支える地域教育の視点から各々に活動している組織のネットワーク化の推進役、

すなわち、地域をまとめ、学校・行政、家庭を結ぶことのできる人材です。各地域活動の 
◎ 相互理解、情報交流、課題の共有化 
◎ 持ち味を生かした協働事業の企画の支援 
◎ それらを繋いだ学習（支える側も学ぶ）機会の企画の支援 

等を行います。 
（ＣＣ 組織の具体的イメージ） 
当面は、既に地域活動している諸団体(*)からの互選により、ＣＣ を中学校単位くらい

で数名選びます。将来的には、市民からの公募者が「市民大学」で必要課目を履修し、さ

らにインターン生として地域活動の実践を経て、正式にＣＣ として委嘱されることを考え

ます。１０年後には、２０名程度の「市民大学」修了者がＣＣとして活躍していることを

期待します。当面の活動拠点は公民館が考えられます。 

（*）各ＰＴＡ、子ども会、児童育成クラブ運営委員会、青少年相談員、補導員、民生児童委

員、自治会、母子推進員、放課後児童健全育成事業受託者、ボーイ・ガールスカウトな

ど社会教育団体やボランティア団体のリーダー、学校・公民館の識者など 
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３－５ 市民活動・交流分科会提言 
 
＜市民活動・交流分科会における検討の経緯について＞ 

市民活動・交流分科会は、身近なコミュニティの活動から市民と行政との協働の取り組

み、さらには都市としての基盤である産業・観光振興まで、検討課題は多岐にわたってい

ます。 
当初は「市民活動」「地域活動」「産業・観光振興」の３グループで議論を行っていました

が、議論の進展に伴い、これらのテーマを横断的に結び活動自体のあり方を掘り下げる「交

流」グループが新たに発足しました。 
以上の経過にも示されるように、分科会を通しての基本課題は、市民相互の「交流」、さ

らには市民と多様な主体との「交流」にあることが明らかになりました。以下、市民活動・

交流分科会では「交流」をキーワードに、市民力向上のために以下のような提言をしてい

ます。 
 
１．市民活動の促進 

「市民と行政が協働で進めるまちづくり」を目標として、市民活動の推進をしていきます。

地方分権が進むなか、新しい公共の担い手としての市民活動団体の果たす役割はますます

重要となっていますが、本市においては市民側も行政職員もこの状況の理解が十分ではな

いと思われます。２００７年を経て地域に活動の担い手が戻って来ている今、中間支援組

織としての市民活動センターをより一層充実させ、公共サービスの新しい担い手となりう

る「市民団体」を生み出し、育てる必要があります。 

 また、「市民参加」が進み、市民は行事等にただ参加する立場から、企画の段階から参画

し運営をも担うような市民も現れています。そして、これからの市政には「市民参加」を

もう一歩進め、一緒に事業をすることでお互いの強みを引き出し、相乗効果を生みだせる

ような「市民と行政の協働」を生み出すことが重要になっています。「市民と行政の協働」

には、協働の原則を定める基準、出会いの場の整備、事業提案制度の導入、評価制度の確

立など、「市民と行政の協働」の仕組みを構築する必要があります。私達は、この十年間の

取り組みを、来るべき地方分権時代の仕組みづくりの年間と捉え、更なる十年のための仕

組みづくり、ステップアップの年間とすることを提案します。 

 

（１）市民活動への意識啓発と活動のきっかけづくり 

①きめ細かい市民活動情報を提供します 

②市民活動へ参加するきっかけとなる場や機会を充実させます 

③市民社会の担い手を創造する市民活動の人材を育成します 

（２）市民活動の促進支援 

①多様な市民人材を市民活動団体とマッチングさせる仕組みをつくります 
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②市民活動補助制度を拡充します 

③中間支援組織の機能を充実させます 
④市民活動拠点を拡充します 

（３）市民活動と市との協働の推進 
①「協働のガイドライン」を作成します 
②「行政業務の仕分け」と「協働の可能性検討」等のプロセスを導入します 
③協働事業提案の仕組みをつくります 
④市民活動の促進、市民活動との協働に向けた庁内横断的な体制をつくります 

 
２．地域活動の促進 

 「地域の連携で安心して安全に暮らせるまち」を目標として、安心・安全を中心課題と

するなかで、自治会をはじめとする地域の様々な団体が連携をし、地域相互の交流により

地域の課題解決・活性化、また地域住民相互の親睦を深めていくために、住民が主体とな

って取り組んでいく必要があります。 

 
（１）地域活動の促進 
①地域活動としての自治会活動を活発化させます 
②地域活動における市との協働関係を強化させます 
③地域活動活性化のための拠点を形成します 

（２）防犯活動の促進 
  ①地域防犯活動を推進します 
  ②犯罪が起こりにくい地域コミュニティづくりを進めます 
  ③防犯まちづくりを推進します 
 
３．多様な市民交流の促進 

「ひとりひとりの市民がいきいきと暮らせる、地域力があふれるまち」を目標とし、す

べての市民が、いきいきと安心して暮らせる住みやすい街にするための、多様な市民間交

流を目指します。そのために、地域や世代、人種などを越えた交流の「場」や「仕組み」

づくりを進め、暮らす人の顔が見えるまち、連帯感のあるまち、そして地域力のあるまち

にしていきます。 
 
（１）多様な市民交流の促進 
  ①世代を超えた多様な市民交流を促進します 
  ②地域間・市民間交流を促進します 
  ③多様な市民交流を促進するための拠点を創出します 
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（２）国際交流の促進 
  ①姉妹都市など広がりのある都市間交流を推進します 
  ②国際センターの機能を充実させます 
 
４．産業・観光振興 

産業振興においては、「産業と生活のバランスがとれた都市」を目標とし、持続的な都

市経営を可能とするために産業振興を推進していきます。そのためにも、浦安市内におけ

る既存産業への理解と連携、企業誘致による新産業の創出、内発型の起業支援等を進めま

す。 
 観光振興においては、「浦安型観光（＝市民自身も楽しめる観光）」を目標とし、まずは

市民自身が満足できる魅力づくりを行うことで、内側から輝くまちを目指します。そのた

めにも、まずは市民自身が地元をよく知ること、浦安らしさを意識することを心がけます。

その上で、３重点エリア（ＴＤＲ、元町、水辺）を活かした魅力づくり等を推進していき

ます。 
 

（１）産業の振興 

  ①企業誘致による新産業を推進します 
  ②浦安市民が起業する内発型の産業開発を推進し、支援します 
  ③商店街の魅力づくり等をはじめとした商業振興を推進します 
  ④産業の基盤として必要不可欠な交通網を充実させます 
  ⑤既存産業との交流を促進します 
（２）観光の振興 
  ①浦安型観光（＝市民も楽しめる観光）の基盤づくりを進めます 

②観光重点エリアを活かした魅力づくりを進めます 
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３－６ 都市経営分科会提言 
 

 急速な人口の増加と共に発展してきた浦安も、次の10年間で人口はピークを迎え、大き

な変換点を迎えようとしています。 

 都市経営の目標を、従来の都市基盤整備を目指す「住みやすいまち」から、整備された

基盤を活用し心の充実を目指す「住みがいのあるまち」に改める時期だと考えます。 

 効率的な都市経営のもと、健全な財政を維持しつつ、行革・市民参加などを進めること

により「住みがいのあるまち」をつくっていきたいと希望します。 

 

１．都市経営体制の確立を目的とした提言 

人口減少が始まる中、少子化・高齢化が急速に進むなど、浦安市を取り巻く環境は厳

しさを増すことが予想され、効率的な都市経営が求められます。 

効率的な都市経営とは、限られた財源・人的資源を最大限有効利用し、市民に持続的

に高質なサービスを提供することです。 

・浦安市の「都市経営計画」として、総合計画の位置づけと体系の再編 

 市長・議員の任期と計画の期間を一致させることを提言します。 

 

財政見通しでは、収入が伸び悩む中、医療費など経常的支出の増加、及び公的施設等

の改修・建替え費用である投資的支出が嵩む事が予想され、余裕度は少ないと予想され

ます。 

・健全な財政の維持 

市民が市の財政を自分の財布のように理解できるような、透明性のある内容を分

かり易く情報提供することを提言します。 

 

２．目標達成のための改革（進め方）に関する提言 

  こうした中で、住民の暮らしに必要な行政サービスを提供しながら、個性あるまちづ  

 くりを進めるためには、行政のムダを省くことと、市民参加が必要となると思われます。 

行政のムダを省くことでは、次の３点を重点的に行うことを提言します。 

・行財政運営５原則の遵守 

健全な行財政運営に必要な原則として、規律性、公平性、効率性、透明性、客観

性の遵守を行政に求めます。 

・評価機関の設置 

 市民参加による行政評価を目的として、評価機関の設置を求めます。 

・事務事業仕分けの実施 

 平成１８年１１月答申の「行政関与のあり方に関する最終報告」を活用して、業

務のふるいわけを行うことを求めます。 
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市民参加では、地方自治が住民から信託を受けた地方自治体の責任において運営され

るということ（団体自治）と、市民の参加によって運営されるということ（市民自治）

から成り立つという「地方自治の本旨」の実現に向けて、自治基本条例を制定する事を

提言します。 

・自治基本条例素案策定委員会の設置 

  地方分権の改革に沿って、浦安市の基本理念・基本原則を明文化し、都市経営に

関する基本的な事項を網羅するとともに、住民の権利と責務、議会と行政の役割・

責務を明らかにする総合条例を、市民自らが創りあげることを目的とします。 

  

３．改革を行うに必要な仕組みに関する提言 

行政サービスは市民のニーズに応えるものであり、当然のことながら、それらの評価

は市民自ら行う必要があります。 

 市民の意識を基に、全ての行政事業の評価をする必要があり、その手段として現状の

市民意識調査の改善を提言します。 

・市民意識調査の充実 

①市民ニーズを的確に捉えること 

②市民ニーズを行政の評価・改善に生かすこと 

③行政体制への信頼度を測ること 

等を目的として、現行の市民意識調査の全面的な見直しを求めます。 

 

４．都市経営における目標設定に関する提言 

会社経営においては明確な目標設定が必要ですが、都市経営においては住民の精神的

な希望を目標にするため、抽象的な目標設定とならざるを得ません。 

１0年後の浦安をどのような「まち」にしたいのか、夢とロマンがあり、かつ独自性

のある都市像を提言します。 

・「住みがいのあるまち」を第２期基本計画の目標とする 

浦安市が「住みやすいまち」を超えた「住みがいのあるまち」を標榜する主な目

的は、次の2つです。 

①浦安独自のまちづくりの基本方向を、現行の基本理念、基本目標を活かす形で

明示することにより、まちづくりへの市民の関心を高め、積極的な市民参加を

促進する。 
②基本計画、実施計画などの策定に当たって、この「住みがい」要件を施策優先

度（特に重要度）の判断・選択基準にすることにより、協働によるまちづくり

の行動規範となる。 

   前記の１～３の提言を実行することにより、１０年後の浦安が「住みがいのあるまち」

になることを希望しています。 
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おわりに 
 
１． 提言の実行について 
 今回206名が参加した市民会議は、浦安市が市民と協働を進めていく上で、貴重な初め

ての体験であり、壮大な実験であると認識しています。 

６分科会の多岐多様に亘る提言内容が第２期基本計画に最大限活かされ、また実施され

て、市民が望む浦安らしいまちづくりが実行されていくキッカケになるものと期待してお

ります。 

また、今後とも市民参加型の市政運営を柱に、市民会議的な企画を継続的に実施し、常

に民意を反映した施策が打ち出され、個性のある浦安社会が創造されることを望んでおり

ます。 

このような活動を継続することが、行政と市民がお互いへの理解・信頼を深めることに

も繋がり、主権者として単なる行政サービスの受け手としてではなく、まちづくりの担い

手として協働に参画しようとする意欲ある市民の増加をもたらすものと、期待しておりま

す。 
 

２． 今後の市民主体の活動について 
今回の提言には、今後市民が主体となって、進めてゆく課題・施策が多々含まれていま

す。この一年間の市民会議で得られた検討基盤を生かし、あらたに、行政との「協働」の

仕組みを呼びかけ、行政もこれに応じ、これらの施策の検討、実施がなされることを要望

いたします。 

 

 

 

 

最後になりましたが、専門的な助言をしていただいた学識委員の皆様、行政について教

えていただいた市職員委員の皆様、そして休日返上で会議の支援をしていただいた㈱首都

圏総合計画研究所と市職員の皆様に、厚く御礼を申し上げます。 

 
 


